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って癖を懲 らせ る第 3期がこれであり,その各
々が アレルギー Ⅰ, アレルギーI (過敏期),
アレルギーⅢ (免疫期)に対応す るものと想定
したのである｡以来既に50年,その間多少の批
判を うけながらも,尚 も今 日この説がその命脈















































a 年 令 素 囚
肺門腺の病理組織学的検索により,結核病変
においても Cornetの局在法則の成立 す るこ
とを示した報告は,Parrotやその弟子 Kuss,







































































































































































































































- 28- 安 平
1峰は30分, 第 2峰は4-6時間後にみられる





































































































































































石灰化巣 として 発見される事実より しても,























































































































































































































































































































































Rankeの第 1期は 初感染群形成までの 時期
である｡このとき菌の撒布は初感巣より接続的
に,また リンパ行性に行われる｡しかし其後の
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